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2025年 12月期個別業績予想の修正に関するお知らせ 

 

本日付け「特別損失の計上に関するお知らせ」の公表に伴い、2025年 12月期（2025年１月１日～

2025年 12月 31日）の個別業績予想を下記のとおり修正しますのでお知らせいたします。 

               

記 

 

１． 2025年 12月期個別業績予想の修正（2025年１月１日～2025年 12月 31日） 

                            （単位：百万円） 

 売 上 高 経 常 利 益 当期純利益 
１株当たり 
当期純利益 

前 回 発 表 予 想 （ Ａ ） 1,028 295 89 11円 47銭 

今 回 修 正 予 想 （ Ｂ ） 1,028 152 △681 △87円 25銭 

増  減  額 （ Ｂ － Ａ ） 0 △142 △770 － 

増  減  率 （  ％  ） 0.0 △48.3 － － 
（参考） 
前期実績 
(2024年 12月期) 

491 100 80 10円 25銭 

 

２． 修正の理由 

（売上高から経常利益） 

売上高については予想値どおりに推移いたしました。しかし、本日付け「特別損失の計上に

関するお知らせ」の記載のとおり、当社不動産投資事業部にて計上している仕掛販売用不動産を

販売用不動産へ振替えたことに伴い、159百万円の棚卸資産評価損を売上原価に計上いたしまし

た。販売費及び一般管理費については予想値を下回る見込みとなりましたが、棚卸資産評価損の

計上に伴う売上総利益の減少額を補うには至らず、営業損失は予想値より拡大する結果となりま

した。営業外損益については予想値どおりに推移したものの営業利益の減少を受け、経常利益は

予想値 295百万円から 152百万円へと大幅に減少する見込みとなりました。 

（当期純利益） 

 本日付け「特別損失の計上に関するお知らせ」の公表に記載のとおり、沖縄開発案件に係る未

収入金に係る貸倒引当金繰入額 674百万円を特別損失に計上した影響により、当期純利益は、予

想値 89百万円から 681百万円の当期純損失と、損失に転じる見込みとなりました。 

以上より、2025年 12月期通期の経常利益が前回予想値を下回るほか、当期純利益が当期純損

失に転じると見込まれることから予想値を修正することといたしました。なお、業績予想へ影響

を与える状況・事象が発生し、これにより個別業績予想を修正する場合には速やかにお知らせいたし

ます。 

以上 


